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代代　　表表　　質質　　問問
質
問

秋
葉
台
公
園
球
技
場
の

人
工
芝
化
に
当
た
り
、
ど
の
程

度
の
財
政
負
担
に
な
る
の
か
、

ま
た
整
備
方
法
、
維
持
管
理
に

か
か
る
負
担
に
つ
い
て
も
聞
き

た
い
。
あ
わ
せ
て
、
利
用
料
の

変
更
や
利
用
に
支
障
を
来
す
競

技
種
目
は
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

秋
葉
台
公
園
球
技
場
の

人
工
芝
化
に
つ
い
て
は
、
以
前

よ
り
市
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
等
か

ら
要
望
が
あ
り
、
実
現
に
向
け

て
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

回
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
助
成
制

度
を
活
用
し
て
施
設
整
備
を
行

い
た
い
と
考
え
、
そ
の
申
請
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
整
備

に
か
か
る
経
費
負
担
に
つ
い
て

は
、
助
成
金
の
交
付
決
定
を
受

け
た
後
に
金
額
等
を
確
定
し
た

い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
人
工

芝
化
に
伴
う
維
持
管
理
に
か
か

る
新
た
な
負
担
要
素
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
利
用
料
金
に
つ

い
て
は
、
市
の
公
共
料
金
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
人
工
芝
化
に

か
か
る
経
費
も
算
入
し
た
上
で

改
め
て
料
金
の
算
定
を
行
う
こ

と
と
な
る
が
、
工
期
や
供
用
開

始
時
期
が
確
定
し
た
段
階
で
調

整
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
人

工
芝
化
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

は
、
種
目
に
よ
っ
て
は
現
状
に

比
べ
る
と
使
用
感
や
使
い
勝
手

の
違
い
等
が
生
じ
る
と
思
う
が
、

基
本
的
に
大
き
な
支
障
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

に
対
し
、
競
輪
事
業
が
継
続
で

き
る
よ
う
、
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
の
Ｊ
Ｋ
Ａ
交
付
金
の
交
付

率
を
総
体
で
一
％
以
下
と
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

〇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の
意

見
書政

府
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）

に
つ
い
て
、
関
係
国
と
の
協
議

を
開
始
す
る
と
し
た
。
我
が
国

の
食
料
自
給
率
は
先
進
国
中
最

低
水
準
に
あ
り
、
農
林
水
産
省

の
試
算
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
に
よ
り
食
料
自
給
率
は

現
在
の
四
○
％
か
ら
一
四
％
に

急
落
し
、
就
業
機
会
人
口
も
三

百
四
十
万
人
程
度
減
少
す
る
と

推
測
さ
れ
、
地
域
経
済
は
甚
大

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
林
水
産
業

だ
け
で
な
く
地
域
経
済
や
雇
用

を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
は
認
め
ら
れ
な

い
。よ

っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参

加
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

〇
子
ど
も
手
当
の
地
方
負
担

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
子
ど
も
手
当
に

つ
い
て
、
全
額
国
庫
負
担
で

実
施
す
る
こ
と
を
表
明
し
て

き
た
が
、
平
成
二
十
二
年
度

は
、
暫
定
的
な
負
担
を
地
方

に
求
め
、
二
十
三
年
度
に
つ

い
て
も
、
地
方
負
担
を
求
め

る
法
案
が
、
現
在
審
議
中
の

国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
と
の

十
分
な
協
議
も
な
い
ま
ま
に
、

地
方
負
担
が
継
続
し
て
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

子
ど
も
手
当
の
地
方
負
担
を

廃
止
し
、
全
額
国
庫
負
担
で

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

質
問

本
市
に
お
け
る
今
後
の

農
水
産
業
の
振
興
を
考
え
る
と
、

後
継
者
不
足
な
ど
構
造
的
な
問

題
に
つ
い
て
の
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

本
市
で
は
、
地
産
地
消

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
従
来
の

施
設
整
備
や
経
営
等
の
支
援
に

加
え
、
安
全
安
心
な
地
元
の
食

品
を
市
民
に
提
供
し
、
農
水
産

業
の
振
興
に
努
め
て
い
る
。
平

成
二
十
三
年
度
は
、
新
た
に
、
水

田
耕
作
者
を
対
象
に
保
全
奨
励

金
を
交
付
し
、
水
田
の
持
つ
貴

重
な
緑
地
空
間
や
生
物
の
生
息

環
境
の
創
出
な
ど
多
面
的
な
機

能
の
保
全
・
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

地
産
地
消
に
適
し
た
有
望
品
種

や
技
術
の
導
入
に
対
す
る
支
援

を
行
い
、
本
市
農
業
者
の
経
営

の
安
定
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
つ
く

り
育
て
る
漁
業
と
し
て
、
魚
介

類
の
放
流
量
を
年
々
ふ
や
し
な

が
ら
積
極
的
に
推
進
し
、
漁
業

者
の
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
き

た
が
、
今
後
も
本
市
か
ら
水
揚

げ
さ
れ
た
魚
介
類
を
市
民
へ
よ

り
多
く
提
供
し
、
本
市
の
水
産

業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
後
継
者
不

足
な
ど
構
造
的
な
問
題
に
つ
い

て
は
、
農
水
業
者
の
経
営
的
安

定
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

工
場
跡
地
の
土
地
利
用
転
換
を

機
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
を
挟
ん

だ
南
北
の
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
し
て
、（
仮
称
）
南
北
線

の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
に

着
手
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

の
整
備
で
期
待
す
る
効
果
及
び

想
定
す
る
ル
ー
ト
や
構
造
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

（
仮
称
）
南
北
線
整
備

の
効
果
は
、
①
Ｊ
Ｒ
を
挟
む
南

北
地
区
間
の
交
通
の
分
断
が
解

消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
藤
沢
駅

堂
駅
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容

易
に
な
る
②
現
在
、
上
村
踏
切

は
一
方
通
行
で
あ
る
が
、（
仮
称
）

南
北
線
は
そ
の
上
村
踏
切
の
代

替
機
能
と
し
て
整
備
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
整
備
に
よ
っ
て
自

動
車
の
双
方
向
化
は
も
と
よ
り
、

歩
行
者
や
自
転
車
の
利
便
性
の

向
上
や
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ

る
③
災
害
発
生
時
に
は
、
地
域

の
主
要
な
避
難
路
及
び
緊
急
物

資
の
輸
送
路
と
し
て
活
用
さ
れ

る
な
ど
、
都
市
防
災
力
の
向
上

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
る
―
―
以
上
三

点
で
あ
る
。

ル
ー
ト
や
構
造
と
し
て
は
、

神
奈
中
バ
ス
高
山
車
庫
付
近
か

ら
西
側
へ
向
か
い
Ｊ
Ｒ
を
立
体

を
得
な
が
ら
、
認
可
保
育
所
の

新
設
、
分
園
の
設
置
や
建
て
替

え
に
よ
る
定
員
拡
大
を
進
め
る

と
と
も
に
、
本
市
独
自
の
基
準

を
設
定
し
て
認
可
外
保
育
施
設

の
充
実
・
活
用
の
推
進
を
図
り
、

事
業
所
内
保
育
に
つ
い
て
も
促

進
し
て
い
き
た
い
。

一
時
預
か
り
は
認
可
保
育
所

の
入
所
要
件
を
満
た
さ
な
い
方

を
対
象
に
、
短
時
間
就
労
や
入

通
院
、
保
護
者
の
育
児
等
に
伴

う
精
神
的
、
肉
体
的
な
負
担
を

解
消
す
る
た
め
、
行
う
も
の
で

あ
り
、
受
け
入
れ
人
数
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
要
件
に
よ
り
利

用
制
限
す
る
場
合
も
あ
る
が
、

要
望
の
多
い
育
児
休
暇
中
の
対

象
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

二
十
三
年
度
か
ら
要
件
を
緩
和

し
て
実
施
し
、
さ
ら
に
、
法
人

立
保
育
所
二
園
を
新
た
に
加
え

た
十
三
園
に
拡
大
す
る
。

多
様
な
保
育
形
態
を
活
用
し

た
保
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
的

保
育
事
業
と
し
て
二
十
三
年
度

か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
引
き

続
き
保
育
者
の
募
集
を
行
い
、

制
度
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、複
数
の
家
庭
的
保
育
者
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
保
育
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
に
よ
る
小
集
団
保
育
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

交
差
し
、
戸
塚
茅
ヶ
崎
線
に
結

ぶ
ル
ー
ト
を
考
え
て
お
り
、
周

辺
の
土
地
利
用
状
況
や
景
観
へ

の
配
慮
、
さ
ら
に
歩
行
者
や
自

転
車
の
通
行
の
利
便
性
の
点
か

ら
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
構
造
を
想
定

し
て
い
る
。

平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
本

路
線
の
予
備
設
計
費
な
ど
の
調

査
費
を
計
上
し
、
都
市
計
画
の

手
続
を
進
め
、
事
業
手
法
の
検

討
と
と
も
に
早
期
着
手
へ
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

一
時
預
か
り
の
要
件
緩

和
や
多
様
な
保
育
形
態
の
検
討

等
も
含
め
た
、
本
市
の
待
機
児

童
解
消
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
の
待
機
児
童
は
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
急
増
し
、

そ
の
対
策
と
し
て
認
可
保
育
所

の
新
設
や
分
園
設
置
等
に
よ
り

定
員
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
へ
の
助

成
や
認
可
保
育
所
に
入
所
で
き

ず
に
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用

し
て
い
る
児
童
に
対
し
て
、
保

育
料
の
一
部
を
助
成
し
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
協
力

質
問

平
成
二
十
二
年
度
か
ら

学
校
図
書
館
専
門
員
が
モ
デ
ル

校
に
配
置
さ
れ
、
図
書
館
利
用

が
ふ
え
た
と
聞
く
が
、
こ
の
事

業
の
成
果
、
今
後
の
全
校
配
置

に
向
け
た
人
材
の
確
保
及
び
関

係
機
関
等
と
の
連
携
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

二
十
二
年
度
は
、
モ
デ

ル
校
と
し
て
、
小
学
校
五
校
、

中
学
校
二
校
の
計
七
校
に
学
校

図
書
館
専
門
員
を
配
置
し
た
が
、

配
置
校
か
ら
は
、
読
み
た
い
本

を
一
緒
に
探
し
て
も
ら
え
る
の

で
、
学
校
図
書
館
を
利
用
す
る

児
童
生
徒
が
ふ
え
て
い
る
等
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
も
、
読
み
聞
か
せ

や
調
べ
学
習
の
補
助
な
ど
児
童

生
徒
へ
の
対
応
に
幅
が
で
き
た

こ
と
な
ど
の
成
果
と
合
わ
せ
、

学
校
図
書
館
専
門
員
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
学

校
図
書
館
を
利
用
す
る
児
童
生

徒
が
大
幅
に
ふ
え
た
こ
と
が
、

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
評
価

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が

本
へ
の
興
味
を
深
め
る
こ
と
な

ど
、
大
変
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

全
校
配
置
に
向
け
た
今
後
の

人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、「
司

書
ま
た
は
司
書
教
諭
の
資
格
を

質
問

旧
松
下
電
器
産
業
関
連

（
仮
称
）
南
北
線
整
備

期
待
す
る
効
果
・
構
造
は

待
機
児
童
解
消
策

多
様
な
保
育
を
検
討

人工芝整備が早期に望まれる＝秋葉台公園球技場

秋
葉
台
公
園
球
技
場
を
人
工
芝
化

独
立
行
政
法
人
の
助
成
制
度
を
活
用

新
総
合
計
画

実
施
計
画
に
つ
い
て
報
告

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

意
見
書 

３
件
を
国
会
等
へ
提
出
 

議
員
全
員
協
議
会
は
、
一
月

三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
新
総

合
計
画
実
施
計
画
及
び
制
定
を

検
討
し
て
い
る
条
例
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
、
こ
れ
に
対
し
、

質
疑
を
行
っ
た
。

〇
新
総
合
計
画
実
施
計
画
に
つ

い
て〈

市
の
説
明
〉

新
総
合
計
画
実
施
計
画
は
、

市
域
全
体
及
び
十
三
の
地
区
別

の
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
が
両

輪
と
な
っ
て
藤
沢
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
事
業

数
は
、
市
域
全
体
で
は
約
三
百

三
十
事
業
、
地
区
別
で
は
約
三

百
七
十
事
業
、
合
計
で
約
七
百

事
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
、
基
本
計
画
の
計
画
期
間
で

あ
る
十
二
年
先
ま
で
を
見
据
え

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

計
画
事
業
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
中
長
期
財
政
計
画
と
短
期

財
政
計
画
と
を
見
据
え
た
中
で
、

厳
し
い
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
分
権
及
び
地
域

経
営
の
推
進
に
関
す
る
条
例
制

定
の
目
的
は
、
市
民
や
地
域
経

営
会
議
等
と
行
政
が
共
通
理
念

の
も
と
で
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
行
い
、
暮
ら
し
や
す

さ
や
生
活
の
価
値
を
向
上
さ
せ

つ
つ
、
永
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

新
し
い
公
共
に
基
づ
く
地
域
分

権
、
地
域
経
営
の
推
進
の
あ
り

方
と
と
も
に
、
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
市
民
や
地

域
経
営
会
議
等
の
活
動
の
方
向

性
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

今
後
は
、
多
く
の
市
民
に
新

総
合
計
画
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
や
市
域
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
を
支
援
し
、
仕
組

み
づ
く
り
か
ら
永
続
的
な
藤
沢

づ
く
り
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き

た
い
。

有
す
る
も
の
」
の
募
集
の
周
知

に
努
め
、
二
十
三
年
四
月
に
は

全
校
配
置
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
学
校
や
図
書
室
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
図
り
、

学
校
図
書
館
専
門
員
連
絡
会
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
総
合

市
民
図
書
館
等
の
協
力
を
得
て
、

専
門
的
業
務
に
つ
い
て
も
学
ぶ

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
今
後
の

よ
り
よ
い
読
書
教
育
環
境
に
向

け
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

〇
Ｊ
Ｋ
Ａ
交
付
金
制
度
の
改

善
を
緊
急
に
求
め
る
意
見
書

近
年
、
競
輪
事
業
は
、
景

気
の
低
迷
等
の
影
響
を
受
け
、

売
り
上
げ
が
大
幅
に
減
少
し

て
お
り
、
事
業
施
行
者
は
経

営
の
合
理
化
等
懸
命
な
努
力

を
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
事
業
撤
退
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
。
全
国

競
輪
主
催
地
議
会
議
長
会
は
、

こ
れ
ま
で
も
事
業
存
続
の
た

め
の
抜
本
的
な
改
革
を
求
め

て
き
て
お
り
、
事
業
の
将
来

的
な
構
想
を
描
く
こ
と
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
危
機
的
状
況
に
対
処
す

る
た
め
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
交
付
金
の

交
付
率
の
大
幅
な
削
減
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

農
水
産
業
の
振
興

抜
本
的
対
策
の
構
築
を

市内小中学校全校に配置

読書教育環境の充実を図る
学校図書館専門員


